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動体周辺視反応時間に関する研究
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本研究は，中心問視のレベソレ条件下で，スポット視標が静止している場合・移動している場合の開
度変化を測定し p 次のような知見を得た。静止周辺視反応時間は， 5.， 10.，20.と周辺にいくに従っ
て反応時間が延長した。動体周辺視反応時間は5.が最大で， 2初0:1ωOロと反応時間が短くし9 静止
反応時間とは臭なる結果を示し7たこ。両者の聞の相関は殆んどみられず，周辺視反応時間は中心規反!G
時間と同様に，静止と動体では眼の生理的機序が異っていると考えられる。
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研究目的
1つの運動が正確に行われ，効果のある動きをするた
めには，動作の時間的・空間的正確さと共fC，視対象の
変化lζ対する迅速な反応が要求される。動体視標、を見る
場合の眼の生理的機序は，静止視標を見る場合の眼の生
理的機序と異っていることを，これまでに山田らは一連
の研究で報告している。特K，ボールゲーム等では p ボ
ーノレや相手の動きを周辺視野内で把握する乙とが多く，
そ乙では，静止している物より動く視対象l乙対する反応
動作の迅速牲が重要な条件の1つとなると考えられる。
本研究は9 中心固視のレベノレ条件下で視野内一定部位で、
輝度変化する視標が静止している場合についての反凶時
聞を測定し，動体周辺視反応時閣の基礎的な問題を究明
した。
結果の考察の便を得るため従来おこなわれている静止
刺激を中心視でおこなった反応時間，ならびに，一定の
周辺視部位(図2参照)で同様，静止の状態て、おこなう
周辺視反応時間の測定をお乙ない，動体周辺視反応時間
との比較検討をおこなった。
研究方法
反応時間に関する研究は，その殆んどがp 外的刺激を
中心視で、測定したものである。本研究は，中心国視の条
件下において，周辺視で刺激(動体視襟の輝度変化) f乙
対する反応時間を測定した。すなわち，中心固視は静止
の状態でランダムに変化するアラビア数字視標を，周辺
視反応は動体視標が周辺視野内8方向l乙移動中(図2参
照)に定められた周辺視部位で輝度変化した場合の反応
時間を測定した。
I 測定条件
1 中心視反応時間の測定
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品
スポット主役影機 八ミり映写機
図 1 宅言動物事苧提示条件
'" ，揮定 2・m 。見向 険回'.九..
.ヘ↑、
↓、.
〆.
"'、
‘静止周辺宅建 肱応働側
目除徐局砂ムU慨.応時間一一，視..，担h向
26 大山慈徳・石垣尚男
視標:スクリ ンと直径3cmの円形白色スポット 3
被験者眼と岡高
視標輝度変化 5Nit→20Nit 
視距離 3m
視方法:l南限観
反応:電鍵子押動作1/1000secまで測定
測定値 3同測定の平均値
2 静止周辺視反応時間の測定
上記lと同様の測定条件の他lζ以下の条件で行っ
fこ。
1 )中心固視標
イ， 1桁のランダム l乙映写されるアラビア数字
ロ.被験者限と同高
ハ 1sec fζI字
2 )周辺視輝度変化部位
イ.視野8方向の視角 50，100，20。の百十24か所
(図2参照)
口.輝度変化 5Nit→ 20Nit 
3 動体周辺祝反応時間の測定
上記1. 2と同様の測定条件の他に以下の条件で
行った。
重量1 静止周辺被反応待問
N咽 11 u-醐町
1Il 右 左
酷 5・ 10・ 20 5' 10' 盟
x I s. D x I s. D X S. D 
l 4∞ 57.4 初7 54.0 415 飽 8 お7 10.5 39( 41.5 427 H胤7
2 詑8 沼.1 認5 47.2 日2 106.2 3η21.6 3冗 43.0 432 64.5 
31 314 38.4 353 且 9 367 お.1 却7 19.9 365 95.0 386 21.6 
4 羽l 侃日 391 沼 3 4国 24.8 381 42.6 439 59.5 469 13.5 
51 425 九 7 4内 田守5 日9 1[日 7 419 27.5 41 59.7 4倒 2&8
61 3姐 13.0 421 29.1 414 61.0 345 お.6 お1 51.8 437 出.2
7 羽o 24.9 4∞位 6 428 41.5 担7 18.5 407 48.3 438 61.8 
目指4 51.8 3目白 l お8 5.6 250 29.8 292 39.6 349 1ι9 
91 3日 47.7 4日 69.2 454 刷。 持56.9 4ω 施。 4九 127.9
101 4目立 4 405 錫.7 415 日‘l 341 17.6 4日 57.0 461 田.5
111 399 4L8 423 41.5 必3 57.9 421 48.3 392 おι6 433 39.5 
X I 3江 6 43‘9 4∞.5 日 3 4珂‘7 58.6 3日.3 29.9 3町.5 53.4 43LO 日.4
35.1 39.6 57.5 47.5 42.3 34.1 
r司 0.650 r-0.351 r-0.6B7 r-O凶9
被 1王 斜 ト 古制 ド
験 10 20 5 10 20 
者 xI S. D 
11 3伍朗.0 お2 回 4 431 85.5 418 踊 5 380 伺.6 “8 凪 O
21 376 剖J 3副 57.2 4∞ 81.2 394 34.0 43 初、O 51 39.1 
31 324 45.7 お6 28.1 375 47.8 3凶お.3 321 27.1 376 52.3 
41 420 41.0 4沼恒.6 487 船.6 39 65.0 426 75.5 4叩 30.1
51 3田 0.2 361 29.8 415 47.4 391 6.3 41 49.4 418 137.7 
61 377 59.7 37喧 22.9 421 お.5 3臼 11.9 3珂辺.2 420 45.5 
71 280 53.6 泊9 36.0 3同 27.5 320 34.0 370 34.7 3ロ 57.0
81 3回 7.4 泊9 2.3.8 34iJ 62..6 354 58.0 378 図。 お9 九9
91 415 34.4 436 20.1 4日 61.2 481 氾3 436 30.4 491 1也ー4
101 418 29.3 415 岨.3 糾4 31.5 414 25.3 判3 47.2 処6 78.5 
111 m 1.4 394 38.0 4日却.7 424 7.4 お9 17.2 “6 34.7 
X I 365.3 38.1 3河 5 41.7 415.0 51.8 3町.8 45.0 396.8 37.8 4お.3 66.6 
S DI 4，2 35.3 43.0 47.2 37，4 52.7 
r同 0，529 ・0品2 r自 0，624 r-20，699 
5 
X I s. D 
361 且 3
347 31.4 
3河臼 6
3η 59.0 
385 67.1 
402 43.6 
327 22.7 
306 51.8 
417 1ι7 
381 31.4 
394 17唱l
370.0 拍 7
31.3 
イ.動体視標移動条件・ 1m/sec
口.視標移動方向:反対側視野から中心l乙向っ
て移動し，中心問視標上を通過した後の輝
度変化(図2参照)
1， 2， 3の条件を設定した ζ とは，下記の理由によ
る。
照度1Luxの準暗室，動体視標の輝度変化を 5Nit → 
20Nit，動体視標移動速度1m / secとしたのは9 まずp 視
標が及ぼす監輝反射を避けるため 3 更に，知覚の研究の
場合最も多く用いられるstimulusreductionの万法を取
り，視標の輝度変化条件は，最大視野で認知できる最小
の輝度変化であること 9 また，視野200 附近で上記輝度
変化が移動中において認知できる最大の速度であること
による。尚，動体視標の輝度変化地点を 5;10020。とした
のは下記の3点による。
1. 5。 ー網膜傍中心;告の部位で，動体認知lこ最も鋭
理主1"，部伎での但 c
2， 100 網膜賞班辺縁部
3， 200 ・網膜細胞密度が最も大で光感受性の最大部
位である o
H 測定の順序
測定は30分間の暗順応後，図3の1頂序で測定した。
下 上 中心担li[J/;輔|
10 20・ 5 10・ 20・
X S. D 
お9 且 9 お!tl 75.6 356 ，え7 420 61.0 臼l 制.6 262 25.7 
394 日.5 品却 121.4 3毘 37.7 401 87.9 45 95.7 262 3.7 
3間 21.6 4409 35.5 却7 17.7 396 59.9 412 84.0 250 0.8 
428 17.7 似39 98.3 認4 43.5 4a 35.4 417 73.7 3臼 ".0
472 市.2 4454 49.5 お6 且 3 41 蛇 l 4円肱6 2日 11.5
4ω48.7 併89 38.9 414ω.3 認4 36.5 判4 16.0 
446 凪 8 44ω43.8 356 12.3 37官48.0 3図 3.4
388 54.5 叫{)6 31.6 317 21.6 268 2芯8 308 56.3 219 15.5 
4日 42.9 5∞ 72.3 40唱 36.7 4臼 50.1 4叩 26.1 350 34.7 
397 51.0 406 54.6 439 45.7 出凪8 4団組4 269 20咽4
412 47.} 435 fC2.0 4回 481 428 47.1 45 19.3 25 6.5 
416.1 51.8 438.3 日8 384.0 岨‘2 401.0 日.8 438.2 凪 5 2伍.9 15‘3 
30.3 33.2 32，2 50.1 54.9 44.4 
r-0.287 r-O臼2 ，-0 η'2 r-0.842 
在 宗寺 土: 右 ~1 
5 10 20' 5 10 20 
3花田.2 428 羽 6 450 57.6 359 54.2 398 74.9 407 66.8 
352 49.5 426 69.1 4日 35，1 381 21.2 お7 包 5 392 32.6 
310 包‘6 3臼 18.5 珂9 凪 l 295 23.5 326 51.4 449 144.6 
405 弘7 4的 32.2 4花 482 346 侃 9 398 54.6 4&3凪6
回9 42咽2 3百四 6 “.!J 57.7 317 3.6 373 59.8 381 34.0 
3臼 7.1 367ι2 4π 拡 9 329 41.3 404 45.3 406 35.3 
3図 2.1 359 打.9 313 47.8 2即 39.5 3缶錦、6 518 75.6 
2百 9.9 3回 21.1 お{l 57.6 339 52.7 348 54.9 320 41.8 
仏4 布、O 459 凋.1 502 42.6 451 48.7 457 馳 3 58!i ol.9 
429 必.2 41 20.4 488 1l.6 394 11.8 3倒仏4 481 62.4 
412 27.4 4泊 15.6 4日 22.8 4伺 29.5 位8 16.8 4&3 37.8 
3π2 36.3 405.0 41.9 41.4 町.5 3且 5 35，7 385，6 51，2 44ιo 日 B
錦、6 33.3 49.7 48.6 お巴5 引0.6
，-0臼7 ・0，あ3 r-O.783 Ir-xO.485 
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尚，静止周辺視反応時間，動体周辺視反応時間の測定
は，双方共に， 24箇所(図2参照)， 3回ランダムに
測定地烹を変えて行った。
中心視， 静止周辺視 a 休 憩 』動体周辺視
時間 2分 30分 30分-1時間 30分
図3 測定の順序
E 被験者
眼疾患のない大学男子運動部員8名，大学体育数官
3名計11名
表2 視方向別平均値
ゐ旦!静 [1: 1 S. D 中と』の心比視 動 体 S. D 静の[1 比と
む 402.9 44.1 152 457.5 52.1 144 (msec) (%) (msec) (%i 
左 394.6 41.3 148 445.3 50.2 113 
k 407.7 45.7 l臼 441.2 48.2 108 
ド 408.1 31. 6 l臼 437.1 44.2 107 
右斜 k 395.3 51. 6 149 468.1 55.5 118 
お斜ド 405.9 46.4 153 478.4 7.3 118 
!i. 斜 k 405.8 43.9 1日 465.1 53.7 115 
!i.斜ド 386.2 40.8 145 451. 2 56.3 115 
平吻値 401.0 150 455 113 
」一一
表S 動体周辺視反応時間
N-ll U-maec 
置 右 行 左 行
睡 5・ 10・ 20・ 5・ 10・ 20・
x I s. D 
613 139.1 414 89.4 506 100.6 41 1砥7 4田 75.2 421 飽.1
2 407 45.0 3泊施2 401 44.0 467 盟 9 423 28.8 438 69.4 
3 4鉛 116.8 4田 66.2 430 お3 407 19.8 390 9同O 395 凪 4
4 571 酷 7 3日 29.5 41 40.8 日2 64.3 476 34.2 380 69.2 
5 516 82.5 41 43.7 434 57.6 5岬 9時3 324 坦 4 412 包.0
6 590 46.6 4初白O 45 70.0 4耳 94.8 419 15.3 458 oiJ.7 
7 5日 43.2 317 1l.3 叫4 47.1 出5 61.5 3官 39.4 3!l 42.6 
8 5田 69.1 3田 7.8 3日 27.1 474 41.3 418 日4 470 凪 4
9 5田 錦町3 397 48.1 518 61.6 6四117.9 4!lJ 13.3 527 盟.2
10[ 42 49.4 429 25.5 429 68.7 413 38.5 3田 28.2 鉛5 切 8
III 568 47.4 494 29.1 461 81.7 盟8 抱 4 4狙 21.2 474 110.6 
宜盟9.0 74.2 4皿7 37.4 442.9 田9 486.4 78.1 415.6 40.8 4国 8 70.6 
何回 91 54.4 41.0 鼠4 51.9 42.4 
r-O.担2 r=O.314 r=O.574 r-O.576 
置 左斜下 iJ /;斜ド (j
瞳 5・ 10・ 20・ 5・ 10・ 20・
者 xI s日 X I s. D 
l 5由 58.3 517 61.8 521 36.0 528 74.7 46 48.9 5回 74.8
2 5ロ 14.4 418ηo 428 57.2 4括団2 394 28.2 418 日.9
3 4応 135.6 3加盟.5 417 76.2 4担 84.3 4田 48.3 414 位。
4 5佃 54.6 3万 44.6 47 42.4 5飽 127.2 484 34.8 5∞ 91.4 
5 598 176.3 478 59.5 51 91.0 739 34.0 595ω5 601 I位。4
6 520 61.5 3田田 9 4白 44.8 日4 24.1 4日 42.9 464 1&2 
7 378 54.4 278 田 4 364 盟 O 4日 65.6 319 19.6 434 34.0 
8 454 119.9 4話 4.3 459 30.3 4前首2 361 26.8 319 57.5 
9 4盟百.9 4l 2.1 4坦坦 l 521 98.4 4田町6 457 田3
101 4田 l侭 8 4oiJ 39.6 43 115.3 615 124.7 3!lJ 25.8 584 51.1 
1 凪8 95.6 467 45.4 436 48.4 543 87.9 436 47.8 4押田.8
X 14盟 4 95.3 415.5 51.6 445.7 58.8 日0.8 百 2 434.5 41.7 46泡8 凪 9
恒 57.2 田6 49.2 凪 6 71.15 百 l
r-O.田7 r-O.田4 r胆 O.百4 r-O日9
結果とその考察
1 中心視反応時聞について
スポット視標静止の場合の中心視反応時閣の測定結果
は表lに示した。表1にみられるごとく中心視反応時間
の平均値は 266msecである。この値は，先l乙山田らの
報告した 239msecとほぼ同様な{直であるが，本測定で
は視距離3m，前者は1.2mで，視距離の延長が反応時
闘をやや遅延させたものと考えられる。
2 静止周辺視反応時間について
静止周辺視反応時間の測定結果は，表1，表2I乙示し
た。表2にみられるごとく静止周辺視反応時間は，総平
均値で 401m secを示し，上記の中心祝反応時間と比較
すると，約50%の反応時間延長がみられる。この反応時
間延長は山田らの報告とほぼ同様な値ヰ2る。
そ乙で，乙の延長率を視野方向別にみると，表2にみ
られるごとく，最小カ苛見野左側で48%の延長を，最大は
右斜下，下，左斜下，上が共に53%の反応時間延長を示
した。しかし，乙れらの結果の方向差は統計的l乙有意な
差はみられない。
下 行 上 行
5 1010・ 20・ 5 10・ 20・
x I s. D x I s. D 
496 74.5 391 31.5 426 74.9 490 78.4 44 36.0 454 44.8 
4!lJ 51.8 4ω49.3 42 69.6 46 42.0 3町見5 401 包 O
435 87.0 お8 31.6 341 61.3 46 町8 38 79.3 お9 74.0 
47 65.8 3叩 19.1 4∞盟 6 482 46.7 435 司 l 348 34.9 
524 日.6 42 39.5 4田 48.4 518 58.1 39 41.4 428 2~6 
48 34.5 346 79.4 431 882 510 100.9 378 盟 l
4g27131672 0 
467 日3 3勿包4 3虫丸 9 431 82.8 349 79.1 
484 84.0 408 58.3 3盟 30.0 52 日3 395 64.1 364 46.1 
臼9 血 9 4却 58.9 498 91.9 542 86.0 4田 71.9 出24 79.5 
4日 32.7 465 69.2 374 75.1 491 lb.5 389 67.1 454 51.9 
世畑 34.2 39略目l 462 也 l 589 20.4 3百 35.4 494 田.8
496.8 58.2 3羽 I 46.8 415.3 69.2 498.8 68.6 396.4 61.5 4却白5 56.0 
虫.5 34.0 46.0 42.5 43.7 58.4 
r-O.l曲 r=O.252 r=O.392 r=O.394 
IC 斜 1: i /;斜 1. iI 
5・ 10 20・ 5・ 10圃 20・
x I s. D x I s. D 
506 110.6 4456 49.9 4百 81.1 関9 I担 9 5似相。6 54 7&8 
44 54.8 36 31.5 434 田9 3河 67.3 35 27.3 370 58.3 
47唱 124.6 320 84.4 4田 48.3 490 116.8 4田 6.2 4却由3
臼8 23.1 42 34.6 496 41.6 4百 89.8 4泊 15.6 4却 74.1
528 40.0 4盟盟 7 526 27.7 盟 3 田2 476 98.4 547 41.1 
5担 37.3 3田 46.4 4!l 47.5 591 晶? 抑o 25.0 45 70.0 
4“120.4 37 羽.6 374 16.3 4田 57.9 419 坦J 415 38.6 
531 田2 3ω81.3 49 76.8 日~ 76.8 3飽 74.0 5沼田2
田 o 22.9 4担包8 56 1&8 512 45.3 484 盟.9 5岨甜9
4百 ω9 396 67.2 49 98.7 498 6.4 457 43.9 4田 113.3
569 26.5 4円日9 日5 39.3 5皿 95.7 42 47.6 434 54.6 
521.0 凪 6 400.0 盟 l 4百 2 58.6 4皿7 80.0 437.4 45.0 467.1 団 4
51.6 5.3 54.1 “.8 43.2 58.5 
，-0団5 r-O.71日 f=-O.聞 r=O師
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次IC，8方向それぞれにおける周辺視角 5:10: 20。
の位置での静止周辺視反応時間を，表41乙示した。まず
8方向を捨象した各周辺視角の平均値を，中心視反応時
間と比較すると， 5。では39%，10・では49%，20・で
は64%と周辺にいくに従って反応時間延長がみられる。
また，それぞれの万向における， 5' と10:10。と20'
の閣の有意差については，表51乙示したとおりである。
表5でみられるととし静止周辺視反応時聞においては
定形的な有意差は認められない。
表4 視角別平均値
[沢 静 1 周辺視 動体周辺視平均値 s.D I 't理 平均値 S.D 普IKA
5 • 390.1 41. 8 139 506.8 58.8 130 (msec) (%1 (msec) (%i 
10' 397.6 42.9 149 411. 5 51. 9 103 
20" 434.9 49.4 164 455.5 53.1 1∞.5 
表5 視角聞の有意差植宜
faClorl 紛 !1:I，'rT !):I動 体|動本5・i動本5・l動体10"I州本20・
/jfJ向 5・-10・110'-20・15・-10・10・20'1静1.5・i静110・|抑12U
省高※ l'長議長議長線*様議議※
" 務楽器提 l 磁謀総 l 泌誕*1 ※※燥機機器幹線 l潔捺猿楽 業務築様
機譲渡 l 泌 l楽器提樹齢 楽奇襲誕祭
(， 斜 '， 1務※来 l 採 l様様 謀総務*1楽器後
れれ卜 議 j磁器提機器長 1 1"議終
Ii. 斜 1'.1 楽 器廃 1議稼謀長 1*桜議終 l疑者器楽業
J仁 斜 ド 扱楽器提 1;決謀長線終l ※ 1，袋線操捺
議務線機P(O.OOl 機器様P(O凶 器後P(O.02 諜P(O.05
3 動体周辺視反応時間について
視標が動体となった場合の反応時間について，周辺視
万向別に検討する。まず，動体視標が輝度変化する部位
の周辺視角を捨象し，周辺視方向別平均値でみると，周
辺視方向聞に有意な差は認められない。しかし，静止周
辺視反応時間と比較すると，いずれも動体周辺視反応時
間の場合tL.，反応時闘が延長している。乙の結果を，上
下，左右，斜めの3方向に分けて，静止周辺視反応時間
の場合を基準にした反応時間延長率をみると，上下移動
が最も小さく 7.5%の延長を，ついで左右移動が13.5%
の延長を，次IC斜め移動が最大で， 17%の延長を示した。
更に，動体周辺視反応時聞を，視標、が輝度変化する周辺
視角で検討する。視方向を捨象して，各周辺視角での平
均値をみると，最大の反応時聞を示したのは，周辺視角
5: 次に20:最も反応時間の小さいものは， 10。である
静止周辺視反応時間では， 20・が最大で， 10: 5・と反
応時間が小きくなっていたが，乙れと比較すると，全く
異った傾向を示している。表51とみられるととし特に
視角 γ において， 8方向すべての動体周辺視反応時間
が，静止周辺視反応時間と比較して， 0.1%で有意な延
長を示したことは，視標が中心固視点から， 5'の輝度
変化点lζ至る移動時間が， 260msecと短かく，前者が鍔
一次刺激・後者が第二次刺激となり，その聞に，心理的
不応が起り，反応時間が著明に延長したのではない29凶
すなわち，第一次刺激となる中心問視標の変化色完全
知覚するためには，一般に， 30αmsecから 400msec必
要であるとされているが，本実験条件では，乙の完全知
覚に要する時間内で，第二の刺激となる。視角 5'での
輝度変化が，中心固視点l乙近接した地点l乙起き，前の第
一次刺激の確認，並ひ1ζ，変化後の注意の集中がお乙な
われ，そこに心理的不応が起り， 5'における第二次刺
激に対する反応時間の延長をきたしたのではないかと，
考えられる。又，フイオレンティーニが示した2刺激光
法による抑制効果の研究で， I二つの刺激光を相並べて
呈示し，かっ一つの刺激光の位置が他の刺激光の刺激す
る受容野のちょうど抑制部にくるようになるとき，抑制
現象を示す。すなわち，近接せる 2刺激光の間lζ相互作
用があり，かっ互いに相手の反応を弱める」とする抑制
効果が，動体視標を見た場合， 5'附近が丁度それに当る
のではないか，と考えられる。更に，被験者の内省報告
によっても， I中心固視標，すなわち，ランダムなアラ
ビア数字iζ気を取られている時に，輝度が変化し，反応
が遅れるd乙とを報告しており，乙れからも推察する乙
とができる。
表6相関表 N=ll 
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4 相関について
静止周辺視反応時聞においては，表6にみられるとと
し 5~と 10: 10を20'，と近接する部位間IC5%以上の有意
な相関を示すものが多くみられる。乙と ζとは，網膜細
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胞の推体， j;'，!{:本網胞の分布l乙起因するものと考えられる。
すなわち，中心部附近は推体 e周辺にいくに従って作体
網胞が密になる，という分布状態で 9 近接した周辺視部
位では，比較的同撞の細胞による，光刺激受容に基く反
応であるためではないかと考えられる。 50と20。のごとく
離れた部位間では，左，1ピ斜上，左斜ド，右斜下の4方
向lこ1%の有意な相関を示したがp この結果lこ対しては
その要凶を明らかにすることはできない。
次lこ，動(木周辺視反応時間においては， 5 0/:10; 10。と
2ぴの斜め移動の左斜上を除いて7方向と，下行3 右行の
それぞれ5と20に有忘な相関がみられる。この結果lこ対
しても，その要因を明らかにすることはできない。さら
に，静JJ~周辺視反応時間と動体周辺視反応時間の聞の桐
関をみると， 24部位の内 5%レベルの4つを除いて 3 他
l乙有意な相関はみられない。このことは，周辺視反応時
間においても，静止と動体では，その生理的機)~が異っ
ていることを示している。と考えられる。従って，静止
周辺視反応時間，或いは動体周辺視反応時間の一方の優
劣から他万を推測することはできない。更に，中心視反
応時間と，静J1:，動体双万の周辺視反応時間との相関を
みても，前と同様48部位の内 5%レベルの3つを除いて
他に相関かみられないことから，中心視することとフ周
辺視することにも，その生理的機序が異っているものと
考えられ，ここでも一万の優劣から他万を推測すること
はできない。
従って 9 スポーツ運動に対する適性として，重要視さ
れる動く視対象の変化lこ対する反応の敏捷性は， ζれま
でに行なわれてきている。中心視による単純反応、時間の
みで，推測することはできないと考えられる。
総括
本研究は，中心国視のレベソレ条件下で，視野内一定部
位で輝度変化する視標が，静止している場合の変化 1
m/secで移動中l乙変化する場合についての反応時間を
測定し，次のような結果を得た。
1) 中心祝反応時間は 266m secである。
2) 静止周辺視反応時間は中心視反応時聞に比較して，
約50%の反応時間延長をみた。これは周辺視覚が中
心視覚と比較して機能が劣る乙とに起因するものと
考えられる。
3) 動体周辺視反応時間は静止周辺視反応時間に比較し
て，上下移動が 7.5%，左右移動が13.5%，斜め移
動が17%延長した。
これは静止周辺視と動体周辺視の生理的機序の相還
によるものと考えられる。
特lこ9 視角 5qにおいて反応時間が著しく延長した。
これらは，中心固規係と 50の輝度変化地点Jこ心理的
不応が起きたもとと考えられる。
ω 中心祝反応時問。静l上周辺視反応時間，動体周辺祝
三者闘に相関が殆んど見られない ζ とから，その生
理的機序が相違するものと考えられ，一方の優劣か
ら他方を推測する ζ とはできないと考えられる。
隔を終ちにあたり研究について御指導いただし、た名出
屋大学総合保健休育センター[1[山久恒教授に深甚の謝意
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